
「公共事業コスト構造改革プログラム」
【 施策名 ( )計画 設計から管理ま 各段階における最適化【 】新技術 活用 】

軽量盛土を用いた道路災害復旧工事軽量盛土を用いた道路災害復旧工事

【 施策名：(2)計画・設計から管理までの各段階における最適化【2】新技術の活用 】

工事名：県道御坊由良線道路災害復旧工事
概 要：軽量盛土（ＦＣＢ）工法の採用により、在来工法より安価かつ早期の復旧が

可能。可能。

○ 在来工法のもたれ式擁壁工に比べ、１３，９１２千円（約４２％）のコスト縮減が図られた。

効 果

○ 掘削規模が小さく施工性に優れるため、工期の短縮が図られた。

土 工 ３，３１３千円
法覆工 ４５２千円
もたれ式擁壁工 ２９，３４５千円
合 計 ３３，１１０千円

土 工 １，１７３千円
法覆工 ６，９６３千円
軽量盛土（ＦＣＢ）工 １１，０６２千円

和歌山県

軽量 （ ） ， 千
合 計 １９，１９８千円

ＦＣＢ工法もたれ式擁壁工法


